
島根県立大学憲章 

  

島根県立大学は、地域の先人である西周が標榜した“「純理の学」から「実

践の学」にわたる諸科学の統合”をめざし、各専門領域における研究活動を深

め、それにもとづく創造的な教育活動によって、現代社会の諸課題に国際的な

視野からアプローチし、また、地域社会の活性化と発展に寄与する人材を養成

することを使命とする。あわせて、これまで培った学問的蓄積と学際的ネット

ワークを活かしながら、「地域のニーズに応え、地域と協働し、地域に信頼さ

れる大学」を実現するとともに、北東アジアをはじめとする国際社会の発展に

寄与する大学づくりを目標とする。 

 

１．市民的教養を高め、主体的に学び、実践する人材を養成する 

  島根県立大学は、幅広い市民的教養と高度の専門知識、豊かな人間性と高 

い倫理観を有し、主体的に問題を発見・整理・解決し、現代社会の諸分野に 

おいて着実に貢献できる人材を養成する教育の府となることを目指す。 

 

２．現代社会の諸課題に対応した“諸科学の統合”を実践する 

  島根県立大学は、複雑化する現代社会の諸課題に対処するため、人間と社 

会に関する専門諸科学を総合的に研究する学問の府となることを目指す。 

 

３．地域の課題を多角的に研究し、市民や学生の地域活動を積極的に支援し 

て、地域に貢献する 

島根県立大学は、地域に開かれた大学として、その保有する豊かな知的資 

源を活かし、個性的で実践的な地域研究を市民や学生と連携しながら推進 

し、また、地域活動に積極的に参加することによって、地域に貢献する大学 

となることを目指す。 

 

４．北東アジア地域をはじめとする国際的な研究教育の拠点を構築する 

  島根県立大学は、今後ますます重要度を増す北東アジア地域、および世界 

の諸地域との教育的・学術的ネットワークの展開を通じ、国際的視野と豊か 

な研究蓄積を集約した北東アジアの知の拠点となることを目指す。 

 

５．自律と共同、透明性が高く機能性に優れた大学運営を行う 

  島根県立大学は、３キャンパスがそれぞれ学生と教職員一体となって独自 

性を発揮し、かつ、有機的結合を図り、たえず自己検証と改善に努めなが 

ら、情報を積極的公開し、社会や時代の変化に即応できる大学運営を行う。 


